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警告】 
1) 脈管病変（ア

意を払うこと。

能性がある。］
 
 
禁忌・禁止】

1) 再使用禁止 
2) 再滅菌禁止 
3) 心臓又はその

ため使用できな

4) 直径5mmを超

固することがで
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組成 

フッ素系樹脂、
 
主要部の形状

 

 

 
作動・動作原

アンテナとアー

生体組織の凝固

マイクロ波を

から 10mm の

35％以下。 
 
仕様 

 
Tweezers S22 

 
使用目的又は
本品はマイク

血、切開及び切
 
使用方法等】

1) 本品のコネ

2) ジェネレー

値に設定する。

脈管シール時の

１）アンテナ

矢視 

再使用禁止 

３

（第1版） 

アテローム性動脈

［病変のある脈

 

 

の近辺には使用し

ない。］ 
超える脈管へ本

できず、シール

及び原理等】 

、ポリエーテル

状と名称 
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ースの間にマイ

固及び止血、並

80Wで15秒間

の距離における温
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は効果】 
ロ波を用いた手

切離、並びに脈

 

クタをジェネレ

ターの各種設定

 
の推奨条件： 

ナ（テフロンコ

２）アース

３）持ち手 

高度管理

脈硬化、動脈瘤

脈管部位では、シ

しないこと。［B

本品を使用しない

ル不良となるおそ

ルエーテルケトン

イクロ波が照射

並びに脈管のシー

間発振した際、ア

温度はデバイス

ブル部除く） 

手術器であり、生

脈管のシール及び
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ート）
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器

理医療機器

アク
（Tw

瘤等）の手術には
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BF形装着部であ
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されることによ

ールを行う。 
アンテナ及びアー

ス先端部表面温度

生体組織の凝固、

び切離に用いる。

する。 
に合わせた適切
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対象となる生体

持ち手を握り込ん
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凝固、止血、脈管
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実に接触させた上

していなかったり
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(12) 脈管をシールする際は、アンテナとアースの両方に脈管を確

実に接触させた上で、推奨時間でシールすること。［脈管に接

触していなかったり、推奨時間より短時間で切離したりすると、

確実にシールできない。］ 
(13) 脈管をシールする際には推奨条件を参照のこと。 
(14) シールする脈管をアンテナの中心に置くこと。［アンテナの

存在しない部分では、シールができないため。］ 
(15) 脈管をシールする際は、２か所を凝固し、その間を切離する

こと。切離にはエネルギーを使用する装置を用いないこと。［シ

ール状態に影響を及ぼす可能性があるため。］ 
(16) 脈管シール後、必ずシール状態を確認すること。シール不良

が認められる場合は、速やかに適切な方法で処置をすること。 
(17) 脈管径が太い場合など性状等によっては十分なシール効果

が得られないことがある。事前に別途縫合、結紮、クリップ留

置などの併用を検討すること。 
(18) シールの際、組織に過度なテンションをかけないこと。［シ

ール不良につながる可能性がある。］ 
(19) クリップ、ステープル等の上からシール操作を行わないこと。

［シール不良又はアンテナ及びアースの破損につながる可能性

がある。］ 
(20) 先端部に無理な力を加えないこと。先端部が欠損し体内に脱

落した場合は、操作を中止し、適切な処置を行うこと。 
 

2 相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること） 

(1) 併用注意（併用に注意すること） 
名称 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
電気メス 装置が誤作動し、マイ

クロ波が出力しなくな
る。 
電気メスを使用する際
は、デバイスを生体に
接触させないこと。 

電気メスからの高電
圧の衝撃で装置の電
子回路が破損する。 

 
3 不具合・有害事象 

(1) 重大な不具合 
① 可燃性麻酔剤のある場所での作動による爆発 

② 他の電子機器との干渉 

(2) 重大な有害事象 
① 過度の発熱による熱傷・組織損傷 

② 狭い術野での処置・小付属器官への適用における、意図しな

い熱傷・組織損傷及び不可逆性組織壊死 

③ シール不良による脈管からの漏れ及び凝固不十分による出

血 

(3) その他の有害事象 
① アレルギー反応（金属） 
 

4 妊婦、産婦、授乳婦及び小児等への適用 

(1) 妊婦への適用は確立していない。 
 

5 その他の注意 

(1) 接続プラグに水やその他の液体等をかけないこと。また、濡

れた手で接続プラグを触らないこと。［故障や電撃の原因とな

るおそれがある。］ 
(2) 本品の性能を最適に保つために先端部に付着物が多くなら

ないよう、こまめに除去すること。 
 

【保管方法及び有効期間等】 
1 貯蔵・保管条件 

(1) 清潔な場所に保管すること。 
(2) 水のかからない場所に保管すること。 
(3) 高温、多湿、直射日光、塩分・イオウ分を含んだ空気などを

避けて保管すること。 
 

2 使用期限 

滅菌後3年間。［自己認証による。］ 
 

【主要文献及び文献請求先】 
 

文献請求先 

日機装株式会社 メディカル事業本部 
Tel. 03-3443-3751 
 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
1 製造販売業者 

日機装株式会社 
Tel. 03-3443-3751 
 

2 製造業者 

サンエー精工株式会社 
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